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1 は じ め に

稲作経営の規模拡大や気象災害を回避するため作期を分

散する必要性がある。そのためには品種や苗の種類,移植

時期等を組み合わせて作期幅の拡大を図ることができるが,

その場合の出穂期・成熟期の変動範囲や収量及び玄米品質
への影響まで含めて調査した試験の結果は見当たらない。

そこで同一品種で苗の種類と移植時期を組み合わせた場

合の出穂期等の変動を調査し,作期の拡大できる範囲を収
量及び玄米品質の両面から検討した。

2試 験 方 法

試験は1991年から'98年までの 3ケ年行った。品種はサ

サニシキ及びひとめばれを供試した。

移植時期は4月 20日 ,5月 1日 ,10日 ,15日 (1991年 の
み),20日 (1992年 ,'98年 )と した。苗の種類は乳苗,稚
苗,中苗及び成苗とした。乳苗は,播種量220g/箱 (乾
籾),育苗日数10日 ,葉数14葉,稚苗は播種量180g/箱
(乾籾),育苗日数22日 ,葉数22葉 ,中苗は播種量100g/
箱 (乾籾),育苗日数32日 ,葉数31葉 ,成苗は播種量60g

/箱 (乾籾),育苗日数42日 ,葉数40葉である。
栽植密度は宮城県の平均に近い30× 15cn(222株/ど )
とし,植付本数は乳苗及び稚苗は5本/株 ,中苗及び成苗
は4本/株とした。

本田施肥量は基肥のみで,成分でN,P,0`,K20各 々
04,06,047(kg/a)と した。
調査項目は,出穂期`成熟期,粒厚17111以上の玄米重を

水分155%に換算 した収量及び品質判定機 (静岡精機製
RS-1000)に より判定した良質粒歩合である。
1991年は生育が平年より早かったが,登熟不良や千粒重
の低下により低収であり,1992年は平年並であった。 1993

年は生育が大幅に遅れ,障害不稔と生育遅延により著 しい

低収となったため,データ解析から除外した。

3 試験結果及び考察

移植時期が早いはど,ま た葉数の多い苗ほど出穂期及び

成熟期は早くなり,ササニシキの出穂期は8月 9日 から19

日まで,成熟期は9月 26日から10月 9日 まで変化した。ま

た,ひ とめばれも出穂期は8月 9日 から21日 まで,成熟期
は9月 22日 から10月 5日 まで変化した (図 1)。

ササニシキ 粉鱒期(月 /日) 出穂期鯛/日)   成熟期(月 /日 )
乳苗響響 %:___ぎ   響____T
稚苗響響 %:__1   9″_畔
中苗響躍
0 
撃_増   省_:V

成苗響響 鷲生ポ   9年瑠
ひあ出

乳苗響fF 撃__告 峰___T
稚苗4″響 %:__4  9年 _曽
中苗響響 響_導  撃《
成苗響響 管L半  Ψ輩
図 1 苗の種類と移殖時期の違いによる出穂期及び
成熟期の変動範囲

注 出穂期は1992年 ,成熟期は出穂後平年の気象で
経過した場合

玄米収量は出穂期及び成熟期の遅れに伴い低下する傾向

がみられた。 5月 15日 と20日移植の乳苗は出穂期及び成熟

期の遅れが著しく,玄米収量の低下程度が大きい試験例も
みられた (図 2, 3)。 ひとめばれは出穂期の遅れに伴う

玄米収量の低下程度がササニシキょり大きかった。これに

は,ひ とめばれでは単位面積当り穂数や一穂籾数力沙 なく
,

収量が籾数に大きく影響されること,と くに播種や移植時

期が遅れると籾数が確保し難しくなる傾向 (図 4)がみら
れること等が関与すると推察された。良質粒歩合は出穂期

及び成熟期の遅れに伴い低下する傾向がみられた。 5月 15

日と20日移植の乳苗は出穂期及び成熟期の遅れが大きく
,

良質粒歩合が顕著に低下する例も認められた (図 5, 6)。

このことから,収量と品質の低下の許容範囲を 5%以内と
すると,乳苗の場合に5月 15日以降の移植は適さないと判
断された。

また,稚苗と中苗の活着温度である平均気温12℃の出現
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図 3 出穂期・成熟期と収量 (ひとめばれ)図
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図 5 出穂期・成熟期と良質粒歩合 (サ サニシキ)
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図7 移殖可能範囲での出穂期及び成熟期の変動範囲
成熱期 (月 ′H)

図6 出穂期・成熟期と良質粒歩合 (ひ とめばれ)

初日を移植早期限界とした場合,4月 下旬が移植早期限界

となり,4月 20日移植は活着不良となる危険性が高い。

以上の結果,乳苗は5月 1日 から10日 まで,稚苗,中苗

及び成苗は 5月 1日から20日 までが移植可能範囲であり,

この場合ササニシキの出穂期は8月 10日から16日 まで,成

熟期は9月 27日 から10月 4日 まで,ひ とめばれの出穂期は

8月 10日から17日 まで,成熟期は9月 23日から30日 までと

なる (図 7)。

このように,同一品種では苗の種類と移植時期を変えて

も成熟期は 1週間程度しか拡大しない。したがって大幅に

成熟期を拡大するためには早晩性の異なる品種の組み合わ

せが必要と考えられる。

4 ま と め

(D 収量及び良質粒歩合は出穂期及び成熟期の遅れに伴
い低下する。

(21 乳苗は5月 1日から10日 まで,稚苗,中苗及び成苗

は5月 1日 から20日 までが移植可能範囲である。

(31 乳苗,稚苗,中苗及び成苗の各種類の苗を移植可能

範囲で移植時期を変えることにより,ササニシキの出穂期

は8月 10日から16日 まで,成熟期は9月 27日 から10月 4日

まで,ひ とめばれの出穂期は8月 10日から17日 まで,成熟

期は9月 23日から30日 まで拡大できる。

“

)同一品種では苗の種類と移植時期を変えても成熟期
は 1週間程度しか拡大せず,大幅な作期拡大には早晩性の

異なる品種の組み合わせが必要と考えられる。

出穂期 (J1/B)
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